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1. 事業位置図1. 事業位置図



● 対象施設及び貨物量（平成15年度実績）

築地１号・２号岸壁築地１号・２号岸壁

2. 三田尻中関港の概要

４４号号物揚場物揚場

２号物揚場２号物揚場BB 33号物揚場号物揚場

防波堤防波堤((西西)) 300m300m

防波堤防波堤((東東)) 470m470m

築地３号岸壁築地３号岸壁

三田尻中関港の港湾取扱貨物量の推移
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３.三田尻中関港の課題

●港内静穏度不足（港内擾乱）

港内に波浪港内に波浪
進入！進入！ 待ち！

入れない！

静穏度が確保でき
ていない！

防波堤があれ
ばな･･･

荷役作業ができない！
荷役に時間が掛かる！



築地東護岸

● 被災状況

台風18号（H16.9.7）による被災状況 被災金額 3.1億円（三田尻中関港）

浮桟橋

栄ふ頭護岸

● 港内静穏度不足（台風等の波浪）

18号台風 越波状況



三田尻中関港 三田尻中関港周辺海域

●三田尻中関港周辺の海難発生状況（平成16年）
◆平成16年に三田尻中関港周辺で発生した海難事故は、第六・第七管区内で発生した船舶海難隻数
（1,039隻）のうち9.4％にあたる98隻である。このような事故が発生すると甚大な環境破壊、
地域経済等に影響をもたらす。

平成16年 台風18号による被害

毎日新聞ＨＰ Ｈ16.9.15 より

貨物船座礁沈没 死亡者２２名



４. 事業の目的４. 事業の目的

三田尻中関三田尻中関港港築地地区築地地区のの、入出港の安全性の向上、、入出港の安全性の向上、
施設の防護、船舶の安全確保を施設の防護、船舶の安全確保を図る図るためには？ためには？

『『防波堤の整備が必要！防波堤の整備が必要！』』

中心施設

施設概要
防波堤防波堤



５. 事業の効果５. 事業の効果

●港内擾乱に伴う入出港待の回避便益（滞船削減便益）

滞船減少に伴うコスト削減効果 0.45億円/年(完成時)

竜ヶ崎

翁崎

Without時Without時 With時With時

竜ヶ崎

翁崎

荷役不可能！

入港不可能！

待機

荷役作業の遅延

荷役可能！

荷役作業短縮に伴う損失の回避
静穏度向上に伴い荷役作業の安全性向上 0.09億円/年(完成時)

● 荷役作業時間短縮の便益



● 港湾施設被災減少による便益

災害による貨物シフトの輸送コスト縮減効果 3.08億円/年 （完成時）

その他は直背後

三田尻中関港

With時With時

砂砂利等
27km

重油、砂糖等
46km

宇部港 三田尻中関港

Without時Without時

北九州港

完 成 自 動 車
100km

徳山下松港

陸上輸送距離の短縮

完成自動車
20km

荷役不可能！
荷役可能！

災害復旧削減効果 0.51億円/年 （完成時）



● 海難減少に伴う便益

海難減少に伴う損失の回避額 2.93億円/年(完成時)

仕出港 仕向港三田尻中関港

衝突

Without時Without時

With時With時

仕向港仕出港

三田尻中関港



● その他考えられる効果

☆☆津波による背後地の浸水被害を軽減できる。津波による背後地の浸水被害を軽減できる。

☆☆港内漁港区域も静穏度が確保され、船舶の延命及び陸揚げ作業が効率化港内漁港区域も静穏度が確保され、船舶の延命及び陸揚げ作業が効率化
される。される。

☆☆地域経済への貢献地域経済への貢献
物流の効率化に伴い地元企業の競争力を強化するとともに雇用を創出で物流の効率化に伴い地元企業の競争力を強化するとともに雇用を創出で

きる。きる。



事業全体の
投資効率

残事業の
投資効率

総費用（C 現在価値換算後） 89.589.5億円億円 39.239.2億円億円

総便益（B 現在価値換算後） 107.107.66億円億円 98.598.5億円億円

純現在価値（Ｂ－Ｃ） 18.18.11億円億円 59.359.3億円億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.21.2 2.52.5

● 費用対効果分析結果

● 感度分析結果

費用便益比（B/C）による感度分析結果

６. 費用対効果６. 費用対効果

事業全体の投資効率 残事業の投資効率

+10+10％％ --1010％％ +10+10％％ --1010％％

需 要 1.31.3 1.11.1 2.82.8 2.32.3

建 設 費 1.11.1 1.31.3 2.32.3 2.82.8

建設期間 1.11.1 1.31.3 2.32.3 2.62.6

分析項目



事業継続事業継続
本事業は、

十分な事業の投資効果確認されたため、
本事業を継続することとしたい。

７. 今後の対応方針

継続継続効果効果

本事業の継続により、船舶の安全性、
施設の防護を確保できる。
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